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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 上司評価・移動希望書を記載し封筒に入れ、2/5までに佐藤ＡＯＭに提出する事。

· 接遇改善委員会より～2月に二回目の自己チェックを実施予定です。

＜外来情報＞

· 田澤　勝敏様～「手紙」という映画を見て本も読んだと話されている。

· 大釜　久直様～肩と背中の痛みを訴えている。日頃あまり運動していない、痛みをとる方法はない

かなど普段より口数が多くあり。

· 関　秀治様　～青山荘の自治会会計任期を昨日終了したとの事。職親の仕事は1人より仲間がいる

ほうが集中できる。午前中の業務だが段取りが悪い時があると話されている。

· 関口　禅様　～ハンドクリームで手が痛痒い状態の為、使用を控えている。様子をみて改善しなけ

れば皮膚科受診すると話す。

· 田名部　一樹様～一昨日より38℃以上の熱発ありデイケアを休んでいた。頭痛・咽頭痛・鼻汁の

訴えあり総合感冒薬4日分処方となる。

· 伊藤　雄一様～～青山荘の自治会会計に決まり「お金の計算を間違えないようにしないと。」と話

している。

· 八木橋　牧男様～郵便物の量が多く残業し今週はナイトケアを2回休んだと話す。帰宅後は疲れて

眠い感じが強く飲酒欲求は沸かないとの事。

· 北嶋　剛様～「今は普通の感じです。」と話している。先日、耳鼻科受診にて慢性副鼻腔炎と診断　　　

されたとの事。

· 庭田　智樹様～35歳。アルコール依存症。外来受診後にナイトケアの説明を聞きたいとの相談あ　　

り。（主治医に相談なし）退院後、自宅生活だが、話し相手もいないからと話している。ナイトケアについては八木橋牧男様から聞いたとの事。障害者自立支援法は申請中。スタッフがナイトケアの説明後、主治医への相談促す。

＜利用者様情報＞

· 柳町　信之様～主治医からナイトケアをやめても良いと話があったと話し、退所希望あり。現在、　　　

作業所も不調を理由に休んでおり日中の活動の場がない状態であり、今後の方向性を検討する為、主治医に確認後に関係スタッフ・本人との話し合い予定。日程は後日、本人に連絡する。

· 佐藤　朗子様～29日に新しい職親との面談予定。

· 鈴木　茂子様～今月に入り、外科・整形受診を理由に通所がない為、保護者との来所促している。

· 上川原　豊様～ケア会議にて今後は作業所希望あり主治医に確認。許可おり次第見学予定。

・八木橋　牧男様～残業の為、ナイトケア欠席の件について主治医は通所促している。

　　　　　　　　　本人に、残業の時は保護者の上司に電話確認する事を説明予定。

· 下妻　康貴様～一昨日、足を捻挫し昨日、整形受診。軽度の捻挫の為、湿布処方される。

· 井畑　光湖様～23日に就床前薬が変更後、中途覚醒や頭痛が軽減したとの事。

・　宮　陽子様～耳鳴りがあり、4時に覚醒してしまう。何故だろうとスタッフに聞いている。発病時からあり、生活・睡眠に支障をきたすほどではなく主治医にも相談し、処方調整もあったとの事。病状の一部も考えられるが今の状態から気にしないようにする事。うみねこ幸房通所開始となりストレスから変化する可能性もある為、何かあれば主治医やスタッフへの相談促す。

· 村井　節子様～腰痛の為、通所が途絶えており昨日スタッフが自宅訪問している。

部屋の状況～乱雑さはないが、コタツに長ザブトンやクッションを置き、腰痛がひどいときは休みやすい環境になっていた。腰痛がない時は掃除機をかけるなどしている。

食事について～3度の食事以外、間食をしているとの発言あり。現在体重82ｋｇ

　　　　　　→主治医からも腰痛の原因に肥満を指摘されている。減量の為、間食は控える事、メニューをメモし栄養士に見てもらうよう促す。

服薬について～コタツテーブル上に薬箱を区別しセットし怠薬はない様子。屯用の眠剤は服用していない。

生活リズム　～乱れていないと話すが昨日、3時に就眠し7時に起床。朝食後に眠り10時半に起きたとの事。夕方は近辺のスーパーに買い物に外出。

通所について～「（腰痛がなく）行ければ行きたいけど。」と話している。

　　　　　　　　一昨日、昼に腰痛が治まり、掃除機をかけ痛くなったと話す。

　　　　　　　　⇒以上、主治医に報告し方針確認後、状態改善の為、再度次週に自宅訪問予定。

· 北嶋　剛様～人間関係上の問題からスタッフに面談希望。
　　　　　　淡路様について～お母様から将来、本人に生活保護を考えており、生活保護受給の方　　　

と話をしたい為、淡路様を自宅に連れてきて欲しいとの希望あり。淡路様に伝えると手紙なら良いがと断られたとの事。淡路様を悩ませたのかと不安訴えている。
　　　　　　　　秋山様について～他の利用者様と悪ふざけ中に「私を馬鹿にしたでしょ？」と本人に言ってきた事があり、自分の行動で傷つけたと悩んでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　今日は嗜好調査の書き方を普通に聞いてきて戸惑うとの事。

　　　　　　　　両親について　～母が自分の通所の送迎をし、父のデイ送迎スタッフが自宅の戸締りをし負担をかけている。膝痛が対人不安からバス通所もできず。

　　　　　　　→　本人の気にしすぎもある為、まず、自分の事を優先に考えるよう説明。

＜事例検討＞

浜飯　政昭様（62）　統合失調症　　デイナイトケア利用中（利用開始後４年２ヶ月）

○治療計画

　食事・飲水に対する自己コントロールの獲得。

本人のペースを尊重し意欲を引き出し豊かな生活にする。

○現状

· 日課・プログラムには見学・不参加が多く「皆と一緒は嫌だ。俺は俺、ちがう。」と話す。

· 血液検査も安定し、4ヶ月前から糖尿病食から普通食に変更している。食事の量については味噌汁をお椀一杯に盛り、多量摂取の欲求は強い。

· 「他の人よりレベルが高い人間だ。」と話し、スタッフの助言も聞き入れない。

· 「病気は禅など宗教的な修業で治した。今は内科の薬だけだ。」と話し病識はない。

· 青風荘スタッフとのトラブルある。

· 水の多飲、発作の恐れは常にある。

⇒・本人の食事欲求の強さ、マイペースな生活からくる他者とのペースが合わない事による、トラブル発生やスタッフの介入に対し衝動的行為に至る可能性がある為、注意する。

　・合併症（慢性膵炎・糖尿病）が悪化しないように働きかける。

